
　
今
回
は
「
経
営
者
と
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
」
を
テ
ー
マ
に

話
し
ま
す
。

　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は
、

学
校
教
育
を
卒
業
し
た
後
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
生

涯
教
育
の
こ
と
を
指
し
ま
す

が
、
経
営
者
ほ
ど
積
極
的
に

受
け
る
べ
き
だ
と
思
い

ま

す
。
理
由
は
経
営
の
実
践
に

役
立
つ
宝
庫
だ
か
ら
で
す
。

　
私
も
そ
う
で
し
た
。
私
は

１
９
７
８
年
に
経
済
学
部
を

卒
業
後
、
父
親
が
経
営
す
る

会
社
に
入
り
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
営
業
の
見
習
い

を
や
り
ま
し
た
が
、
お
客
様

か
ら
発
注
さ
れ
る
機
械
加
工

図
面
が
、
ご
く
簡
単
な
も
の

し
か
理
解
で
き
ず
「
こ
の
ま

ま
だ
と
営
業
が
務
ま
ら

な

い
、
仕
事
が
で
き
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し

た
。
そ
し
て
専
門
学
校
で
学

ぶ
し
か
な
い
と
判
断
し
、
職

業
訓
練
校
で
１
年
間
、
機
械

製
図
を
学
び
ま
し
た
。
卒
業

時
に
は
ボ
ー
ル
盤
を
設
計
し

ま
し
た
の
で
、
機
械
製
図
は

問
題
な
く
読
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
１
９
８
０
年
に
入
る
と
、

産
業
界
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
当

時
は
大
企
業
で
も
ド
ラ
フ
タ

ー
（
製
図
板
）
に
よ
る
製
図

が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た

が
、
私
は
機
械
製
図
を
学
ん

で
い
ま
し
た
か
ら
、
い
ち
早

く
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
導
入

を
決
め
ま
し
た
。
最
先
端
の

技
術
を
矢
継
ぎ
早
に
導
入
決

定
で
き
た
の
は
、
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
が
背
景
に
あ
っ
た
ら

か
ら
で
す
。

　
そ
の
後
、
社
内
に
う
つ
病

患
者
が
次
々
と
４
人
も
出
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

に
な
り
、
今
度
は
日
本
福
祉

専
門
学
校
で
「
精
神
保
健
福

祉
士
」
、
和
光
大
学
大
学
院

で
「
公
認
心
理
師
」も
学
び
、

国
家
資
格
を
取
得
。
職
場
環

境
の
改
善
に
努
め
ま
し
た
。

　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
で
学
ぶ

こ
と
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
経
営
の
役
に
立
ち
ま

す
。
も
う
少
し
で
秋
の
夜
長

を
迎
え
ま
す
の
で
、
身
近
な

学
び
を
始
め
て
み
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
特

別
編
集
委
員
、
公
認
心
理
師
・

松
岡
康
彦
）

　
相
模
原
商
工
会
議
所
は
10

月
13
、
14
、21
日
の
３
日
間
、

市
立
産
業
会
館
で
「
３
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
設
計
技
術

講

座
」
を
開
催
す
る
。
時
間
は

10
～
17
時
ま
で
。
市
内
の
製

造
業
経
営
者
ま
た
は
従
業
員

を
対
象
に
し
た
初
学
者
向
け

講
座
。
市
内
な
ど
で
教
育
事

業
を
展
開
す
る
相
菱
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
が
担
当
す
る
。

　
同
講
座
を
受
け
る
こ
と
で

▽
３
次
元
の
考
え
方
が
学
べ

る
▽
２
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
の
違

い
が
理
解
で
き
る
▽
３
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
導
入
の
必
要
性
な
ど

が
検
討
し
や
す
く
な
る
▽
導

入
ソ
フ
ト
の
検
討
が
し
や
す

く
な
る
…
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
い
う
。

　
参
加
費
は
１
人
当
た
り
６

０
０
０
円
。
先
着
順
で
12
人

ま
で
。
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
産
業
振
興
課
０

４

２
・
７
５
３
・
８
１
３
６
ま

で
。

　
相
模
原
商
工
会
議
所
は
10

月
25
日
の
18
～
21
時
ま
で
、

市
立
産
業
会
館
で
「
事
業
承

継
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す

る
。
中
小
機
構
と
の
共
催
で
、

相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研

究
会
（
青
工
研
）
が
協
力
す

る
。
３
部
構
成
。

　
第
１
部
は
「
異
業
種
の
後

継
者
だ
か
ら
こ
そ
冒
険
で
き

る
！
～
東
京
か
ら
来
た
ホ
テ

ル
マ
ン
の
親
族
内
事
業
承
継

～
」
と
題
し
た
講
演
会
、
続

く
第
２
部
は
「
次
世
代
へ
繋

げ
る
バ
ト
ン
の
渡
し
方
・
受

け
取
り
方
～
事
業
承
継
の
実

体
験
を
語
り
ま
す
～
」
と
し

た
座
談
会
を
企
画
。
青
工
研

の
現
役
会
員
や
Ｏ
Ｂ
た
ち
が

参
加
し
、
自
身
の
経
験
を
語

る
。

　
最
後
の
第
３
部
で
は
、
各

支
援
機
関
の
支
援
事
業
に
つ

い
て
の
解
説
が
あ
る
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
産
業
振
興
課
０
４
２
・
７

５
３
・
８
１
３
６
ま
で
。
　

　
総
会
で
は
、
工
業
部
会
か

ら
２
号
議
員
18
人
を
選
任
し

た
ほ
か
、
１
号
議
員
と
し
て

26
人
を
選
挙
委
員
会
に
推
薦

し
た
。

　
ま
た
、
部
会
長
の
山
崎
氏

の
ほ
か
、
工
業
副
部
会
長
も

決
ま
っ
た
。
西
澤
勇
司
氏
（
キ

ャ
ロ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
）
を

は
じ
め
、
杉
本
祥
一
氏
（
ハ

イ
ス
ポ
ッ
ト
）
、
小
林
昌
純

氏（
コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業
）、

那
須
隆
仁
氏
（
三
恵
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
）
、
横
江
利
夫

氏（
旭
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
）、

遠
藤
法
男
氏
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
）
、

南
篤
史
氏
（
ミ
ナ
ミ
工
機
）、

吉
田
英
訓
氏
（
ミ
ヨ
シ
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
）
と
な
っ

た
。
　

経
営
者
と

　
「
教
育
」
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「
身
近
な
学
び
」
の
ス
ス
メ

３次元ＣＡＤ
講座を開催へ

10月に初心者対象

事
業
承
継
テ
ー
マ

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

青
工
研
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協
力
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部
会
長
に
山
﨑
氏

副
部
会
長
８
人
も
選
任

工業部会
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相
模
原
商
工
会
議

所
・
工
業
部
会
は
９
月

12
日
、
市
立
産
業
会
館

で
部
会
総
会
を
開
催
＝

写
真
。
第
18
期
か
ら
の

工
業
部
会
長
と
し
て
城

山
工
業
社
長
の
山
﨑
利

宏
氏
を
選
任
し
た
。

　1993年4月に37歳で「青工研」に入会以来、お

付き合いいただきまして誠にありがとうございま

す。

　青工研卒業後に、「近未来技術研究会」を立上

げて副会長を11年務めました。その後工業部会副

部会長の専任担当として「新成長ビジネスGETブ

ロジェクト」をスタートさせました。

　相模経済新聞に各社の海外進出含めた「新成長

ビジネスGETプロジェクト」関連の状況を各社か

らの寄稿文として100回連続連載しました。「工

業部会通信」を発行しました。特徴は紙媒体なし

でメール配信のみとしたことです。

　 工業部会正副部会長会議を工業部会運営会議

の名称に変更して、議員はいつでも参加できるオ

ープンな会議としました。

　商工会議所の仕事としては、会報の全ページカ

ラー印刷を実現。名誉議員の創設。

　玄関左にある議員名を記した銘板の設置。

　商工会議所以外では「さかみはら産業創造セン

ター」の設立検討委員で参加し取締役を60歳迄務

めました。そのほか、STEP50の審議委員を5年間

務めました。

　以上を皆様のお陰で66歳迄やってこれました。

大変ありがたく心より感謝しております。

　副部会長退任にあたり工業部会在籍30年間を申

し上げさせていただきました。引き続き宜しくお

願いいたします。

　　　　　　　　　　　2022年9月12日松岡康彦


